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(57)【要約】
【課題】ソケット部からターミナル部を容易に外すこと
ができる着脱式端子装置を得る。
【解決手段】複数の端子の接続部が面方向に並ぶように
絶縁支持し、所定部に固定用のねじ穴１３が設けられた
ベース側コネクタ部１０と、このベース側コネクタ部に
対して着脱可能に形成され、着脱によって前記接続部に
対して接離するように前記複数の端子に対応して並設さ
れた複数の接続端子にそれぞれ外線を電気的に接続固定
し得るように設けられた複数の外線接続部２２、前記ね
じ穴と同軸に設けられた挿通孔２３に対して回動自在に
挿通され、先端部に前記ねじ穴に螺合される雄ねじが螺
設された固定ねじ３０、及び、固定ねじ３０の中央部に
係合された前記挿通孔の内径よりも大径の係止部材４０
を有する接続側コネクタ２０と、を備えた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　並設された複数の端子を絶縁支持し、所定部に固定用のねじ穴が設けられたベース側コ
ネクタ部と、
このベース側コネクタ部に対して着脱されることによって対応する前記端子に対してそれ
ぞれ電気的に接離するように並設され絶縁支持された複数の接続端子、この接続端子にそ
れぞれ外線を電気的に接続固定し得るように設けられた複数の外線接続部、前記ねじ穴と
同軸に設けられた挿通孔に回動自在に保持され、先端部に前記ねじ穴に螺合される雄ねじ
が螺設された固定ねじ、及びこの固定ねじの中央部における前記挿通孔の下部に対応する
位置に係合された前記挿通孔の内径よりも大径の係止部材を有する接続側コネクタと、
を備えたことを特徴とする着脱式端子装置。
【請求項２】
　前記ベース側コネクタ部の端子の前記ターミナル部接点と、前記接続側コネクタの前記
接続端子との当接面は、前記着脱方向に直交する方向の平面に沿うように形成された平面
からなることを特徴とする請求項１に記載の着脱式端子装置。
【請求項３】
　前記係止部材は、スナップリングからなることを特徴とする請求項１または請求項２に
記載の着脱式端子装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば計装装置のプロセスＩＯ部と外部センサの電気的接続部などに用い
られる着脱式端子装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の着脱式端子装置として、電気機器に装着され、上記電気機器内の電気素子部と他
の電気機器との電気的接続を行うものにおいて、別個に着脱可能な複数の上記電気素子部
に各々電気的に接続された電極を有する複数のソケット部と、これら複数のソケット部が
着脱自在に接続され、かつ上記ソケット部電極を介して上記電気素子部に電気的に接続さ
れる複数の電極を有するターミナル部を備えたものがある（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭６４－７１０８３号公報（第１頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のような従来の着脱式端子装置は、ターミナル部とソケット部が着脱用ねじで固定
され、ターミナル部は外線と接続するための端子台でソケット部は電子部品を実装した基
板に固定されている。このような着脱式端子装置では、ターミナル部を取り外すときには
着脱用ねじを外してからソケット部からターミナル部を引き抜く必要がある。また、外線
と接続されたままの状態でターミナル部を取り外す場合、ターミナル部を持つところがな
く引き難いなどの問題点があった。
【０００５】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたものであり、外線接続部に外線
が接続されたままの状態で接続側コネクタ（ターミナル部）を外す場合であっても、ベー
ス側コネクタ部（ソケット部）から容易に外すことができる着脱式端子装置を提供するこ
とを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　この発明に係る着脱式端子装置は、並設された複数の端子を絶縁支持し、所定部に固定
用のねじ穴が設けられたベース側コネクタ部と、このベース側コネクタ部に対して着脱さ
れることによって対応する前記端子に対してそれぞれ電気的に接離するように並設され絶
縁支持された複数の接続端子、この接続端子にそれぞれ外線を電気的に接続固定し得るよ
うに設けられた複数の外線接続部、前記ねじ穴と同軸に設けられた挿通孔に回動自在に保
持され、先端部に前記ねじ穴に螺合される雄ねじが螺設された固定ねじ、及びこの固定ね
じの中央部における前記挿通孔の下部に対応する位置に係合された前記挿通孔の内径より
も大径の係止部材を有する接続側コネクタと、を備えるようにしたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、接続側コネクタを外す際に固定ねじを緩める方向に回すと、固定ね
じに係合された係止部材が接続側コネクタの挿通孔の下部周縁部に係合して接続側コネク
タを持ち上げることで、接続側コネクタが外されるので、外線接続部に外線が接続された
ままであっても、容易に接続側コネクタを外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明の実施の形態１に係る着脱式端子装置を示す図であり、（ａ）は正面図
、（ｂ）は側面図である。
【図２】図１に示された接続側コネクタをベース側コネクタ部に装着するときの状態を示
す組立斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、この発明の実施の形態１に係る着脱式端子装置を図１、２に基づいて説明する。
なお、図１はこの発明の実施の形態１に係る着脱式端子装置を示す図であり、（ａ）は正
面図、（ｂ）は側面図である。図２は図１に示された接続側コネクタをベース側コネクタ
部に装着するときの状態を示す組立斜視図である。図において、端子台である着脱式端子
装置１は、プリント基板５上に実装されるソケット状のベース側コネクタ部１０と、この
ベース側コネクタ部１０に対して着脱可能に形成され外線と接続するための複数の外線接
続部２２を有する接続側コネクタ２０と、接続側コネクタ２０をベース側コネクタ部１０
に固定するための固定ねじ３０と、固定ねじ３０の中央部に設けられた係止部材４０から
なっている。
【００１０】
　ベース側コネクタ部１０は、例えば絶縁樹脂などからなる基体１１に複数の端子１２が
２列のライン上に沿って互いに離間して絶縁保持され、基体１１の両端部には接続側コネ
クタ２０を固定するためのねじ穴１３が１箇所ずつ計２つ設けられている。前記端子１２
の図１の下方に突出された基板接続部１２ａは、電子回路が実装されたプリント基板５の
所定部に設けられたスルーホールに挿通され、半田付け等によってプリント基板５の回路
と電気的機械的に接続される（詳細図示省略）。また、前記端子１２の図２に示された上
端部は、接続側コネクタ２０の外線接続部２２との電気的な接続を図るためのターミナル
部接点１２ｂとして形成され、ターミナル部接点１２ｂの上端面はこの例では、着脱方向
（接離方向）に直交する面に沿うように平面状に形成されている。なお、基板接続部１２
ａとターミナル部接点１２ｂは一体化されている。
【００１１】
　接続側コネクタ２０は例えば絶縁樹脂などからなる基体２１を用いて構成されており、
ベース側コネクタ部１０への着脱によってターミナル部接点１２ｂに対して接離するよう
に前記複数の端子１２に対応して並設されて基体２１に絶縁支持された複数の接続端子（
図示省略）と、この接続端子に対してそれぞれ外線を電気的に接続固定し得るように設け
られた複数の外線固定ねじ２２ａを用いた前記外線接続部２２が段違いに２列に構成され
ている。また、基体２１の左右両端部には固定ねじ３０の軸部３１を挿通させるための挿
通孔２３が、ベース側コネクタ部１０との合体時にねじ穴１３と同軸となるように設けら
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れている。
【００１２】
　固定ねじ３０は、挿通孔２３に挿通されて回動自在に保持され、軸方向の先端部にはね
じ穴１３に螺合される雄ねじ３２が螺設され、軸部３１の中央部における挿通孔２３を下
方に突き抜けた部分には外径が挿通孔２３の内径よりも大径で、挿通孔２３から図の上方
向に抜く方向に対しては挿通孔２３の図の下面側周縁部２３ａに係合するスナップリング
からなる係止部材４０が固定されている。なお、接続側コネクタ２０を構成する基体２１
の下部には図示されていない複数の接続端子のまわりを覆うスカート部２１ａが形成され
、ベース側コネクタ部１０を構成する基体１１の上面部には凹部１１ａが形成されて、複
数のターミナル部接点１２ｂのまわりは、その凹部１１ａの内壁で包囲されている。そし
て、ベース側コネクタ部１０に接続側コネクタ２０を合体させたときにスカート部２１ａ
が凹部１１ａ内に嵌合されるように形成されている。
【００１３】
　なお、固定ねじ３０は、予め接続側コネクタ２０に装着され係止部材４０が装着された
状態で用いられる。また、前記ベース側コネクタ部１０のターミナル部接点１２ｂに対し
て電気的に接離される接続側コネクタ２０の接続端子（図示省略）の接続形態は特に限定
されるものではなく、例えばターミナル部接点１２ｂの外周面にばねアクションで係合す
るようにしたもの、あるいは、ターミナル部接点１２ｂの図の上端面に対してばねアクシ
ョンによる所定の接触圧で係合するようにしたものなど、公知の技術を適宜選択して用い
ることができる。
【００１４】
　次に、上記のように構成された実施の形態１の動作について説明する。なお、ベース側
コネクタ部１０は予めプリント基板５に実装され、接続側コネクタ２０は、そのベース側
コネクタ部１０に対して装着され、接続側コネクタ２０に取り付けられた固定ねじ３０を
ベース側コネクタ部１０の左右２箇所のねじ穴１３に螺入し締結することで、嵌合・固定
されているものとする。先ず、外線接続部２２に外線を接続する場合は、従来と全く同様
に、外線接続部２２における該当する例えば番号や記号（図示省略）などが記された端子
の外線固定ねじ２２ａを緩めて、端末処理された外線ケーブル（図示省略）をねじ閉め固
定する操作を順次繰り返して、所要の外線ケーブルを対応する外線接続部２２に全て接続
する。
【００１５】
　一方、接続側コネクタ２０を取り外す必要が生じたときは、左右２箇所の固定ねじ３０
を緩めることで、固定ねじ３０に固定された係止部材４０が挿通孔２３の図の下面側周縁
部２３ａに係合し、固定ねじ３０の上昇と共に接続側コネクタ２０自体を持ち上げるため
、外線接続部２２に外線が接続されているか否かに係わらず、固定ねじ３０の緩め動作と
同時に接続側コネクタ２０がベース側コネクタ部１０から取り外される。
【００１６】
　なお、左右の固定ねじ３０を緩める場合、左右交互に緩めることが望ましいが、ベース
側コネクタ部１０の端子のターミナル部接点１２ｂに対向される、接続側コネクタ２０の
接続端子（図示省略）の当接面を、着脱方向に直交する方向の面に沿うように形成された
平面からなるように構成することで、左右２箇所のねじ止めで傾きが発生しても接点部が
破損することなく取り付けることができる。
【００１７】
　なお、ねじ穴１３は、ベース側コネクタ部１０を構成する基体１１に設けた例について
説明したがこれに限定されるものではなく、例えば前記基体１１の近傍におけるプリント
基板５上に設けられていても差し支えない。その場合、基板４上の基体１１の周囲部がベ
ース側コネクタ部１０を構成していることになる。また、図示のねじ穴１３を単なる挿通
孔に変更して、プリント基板５におけるねじ穴１３に対応する位置にねじ穴を設け、ある
いはナットを固定するようにしても良い。また、係止部材４０として、スナップリングを
用いたが、例えばナット、ワッシャなどを固定ねじ３０の軸部３１に例えば溶接等の固定



(5) JP 2014-78404 A 2014.5.1

手段によって固定しても良い。その他、本発明の範囲内において、実施の形態を適宜、変
形、省略することが可能である。
【符号の説明】
【００１８】
　１　着脱式端子装置、　１０　ベース側コネクタ部、　１１　基体、　１１ａ　凹部、
　１２　端子、　１２ａ　基板接続部、　１２ｂ　ターミナル部接点、　１３　ねじ穴、
　２０　接続側コネクタ、　２１　基体、　２１ａ　スカート部、　２２　外線接続部、
　２２ａ　外線固定ねじ、　２３　挿通孔、　２３ａ　下面側周縁部、　３０　固定ねじ
、　３１　軸部、　３２　雄ねじ、　４０　係止部材、　５　プリント基板。

【図１】

【図２】
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